
星空案内人資格認定制度の 
新しい運営体制と 
今後のプラン 

柴田晋平(山形大学・理)ほか星空案内
人資格認定制度運営機構一同  



１. 運営の仕組みを変更して更なる発展へ       
                  (2012年冬至より制度改革実施) 
背景： 
1.  全国規模での安定運営がほぼ
実現した。 

2.  参加団体が多い時に適した運
営体制への変更の必要が生じ
た。(数団体から数十団体への
遷移期） 
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やまがた天文台が星
空ガイドツアーによる
一般公開開始。星空
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2004年	
 「準案内人」を導入。	


2006年6月	
 ２段ロケット方式が導
入	


2007年4月	
 全国で実施開始。運営
委員会による運営。	

	


2012年12月	
 星空案内人資格認定
制度運営機構になる。	

	




運営の仕組みを変更して更なる発展へ  

(制度の仕上げの時期という意味があったが、)カリキュラム、認定
基準などの改良、制度規則の整備、渉外活動などを参加団
体みんなで（運営委員会で）話し合いながらすすめる。  

(古典的な手法ですが）運営と運用を分離 
v 星空案内人資格認定制度運営機構(運営するところ) 
カリキュラム、認定基準などの改良、制度規則の整備、
渉外活動などをする、専門家集団を形成。(初期は旧運営
委員が担い、すこしづつメンバーを増やしてゆく計画) 

v 実施団体（運用するところ）(養成講座・資格認定するところ) 
実施団体は、制度をうまく利用して実施団体の固有の目
的・目標をめざしていただきたい。例えば、広い年齢層
の仲間作り、ボランティア養成、地域の天文普及：各地
独自の案内人像をもって養成する  
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２. 星空案内人（星のソムリエ）の目的 
1. 星空・宇宙を日常的に楽しめる地域社会の形成
のための人材養成 
たとえば、職場からの帰り、夕方の公園で、あれが金星
だよと紹介する。それをきっかけに宇宙について・自然
についての話題を広げてほしい。 

2. 星空案内は高いスキルが必要とのイメージから
脱し、ちょっと背中を押してあげて、気持ちさ
えあれば誰でも星空案内等の活動をスタートで
きる。専門家が語るより、「市民が市民に語る」こと
によって普及力が強くなる。 

3. 学んでハッピー、伝えてハッピー、の「ハッピー
二乗法則」のモデルを社会教育、生涯教育全般の基本
ノウハウとして実現、実施していく。 

　　例、みえ星空環境案内人、くらげマイスター　など 
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講義要綱	
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単位認定に使う	
  
レポート、実技チェックシートは	
  
パブリックになっていて	
  
透明性を保っている。	
  
	
  
実施団体は問題を作らなくても
よい。ここから持って行って使う。	
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4. 中長期目標 

中長期： 
1.  各県一カ所程度の普及をめざす。 
2.  星空案内のボランティアの最も標準的な教程として確
立する 
(星のボランティア活動するならまずこの資格(この教
程)から、といわれるようになりたい)。 

短期： 
1.  全国の星空案内人のネットワークを作ってみる形成を
図る。 

2.  機構から提供する教材を充実する。(講義スライドな
ど、もちろん、認定レポートや教科書、実施を容易に
するいろんな素材を含めて広い意味で教材) 

実施団体のなかで頑張ってい
るスタッフのみなさんの株が上

がるような運営をしたいなぁ	




5. 現在の機構メンバー、サポーター、顧問
の紹介 



機構の活動に興味のある方、ぜひ、お声がけ下さい。 

機構に関する何でも相談はホームページヘルプデスク 
 
か、 
hoshizora@sci.kj.yamagata-u.ac.jp　まで 

星空案内人資格認定制度	
 検索	


星空案内人資格認定制度（星のソムリエ）への 
ご支援よろしくおねがいします。 
ご清聴ありがとうございました。 



ふろく	





